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イギリスに於ける直営地定期借地農

の一考察

長 草子 遺

周知のように，古典荘園制から純粋荘園制への変佑の基本的過程とLて，領

主直営地の解体とその賃貸化の進展がみられるがp イシグラシ rにおける直営

地の賃貸の形態について概括すれば次のように云われてきた。すなわち，直

営地は初期には介割して貸付られたが， i斬次そのj副知主拡犬して後期には一括

して犬定期借地農に賃貸されたと υ そこには農民層令解の過程から形成されて

くる富農間が直営地一括借地農として現われ，農業における三分制の先間的形

態がみられると併するものであるリこの立論の裳礎には黒死病の流行と賦役換

金の進展，地代の固定化，活訟な土地市場の形成，穀物価格の！崎貴等えと進展

する社会均，経済的変化が農民的貨幣経済の興隆と農民層努解を促進させ，そ

れからして富農層形成の諸条件が介在していたとするところにあるように思わ

れる。ところで，いま問題となってくるのは，この enblocの借地農をして資

本家的借地農に虫同化する借地農，ないしは資本家的借地農の原型的形態とみな

しえるかということであるけ直営地解体とその一括賃貸形態の検討において，

近代的な借地形態とはみなしえないとする見解が限起されているからである。

したがって，本論では直営地定期借地農について，直営地の賃貸形態との関連

のもとに三，三考察を加えてみる。

1 

われわれがマナ会三｜鐸をひもといてみて見出す宜営地の賃貸形態には二つの

形窓がある υ 一つは直営地の小片地貸付で、あって，ず！W占有農奴地，復帰農択地
(1) 

になされた明「ブ？と同様な形式て；fyrjえば次のようなものである。マナ会計録に

同定地代聖ブシドレ使徒ll月の同地固定地代50シワミ／グ4ペシス領主誕
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注目の同地固定地代2ぺγ ス伺l告祭の同地lnl定地代 68シlJジグ9ペンス・・・

…と記載されている固定地代の項目についで

賃貸地代 ….. 9年期で数人に譲渡せし直営地 5:::c－力 3；レードの賃貸か

ら6シlJング 9ペンス…・・・同年期（ 9年〕 Ethomisacrと呼ばれる 1エー 7J

の耕地の賃貸に対して Wilhelmtoye から12ぺγス・・…同年其）］ (18年〉で

Baubonとの耕地に並び北部耕地の Mnilnemar にJをする直営地1エー力

の賃貸に対して同人（MaricioWode）から 5シリング・・

：？？？しい形式の記入がみられる。これは慣習権とマナ裁判所によって保護され

t/]fi]されていた土地保有形態に対してP 形式的な商からすれば不動産定期賃貸

干としての近代的な関係が形成されてきたことを示し，いわゆる leaseholder

cる階閉の同現であり，この層の発展が近代的借地農形成の基幣とされてき

こりところで，この産の借地形態の特徴は上例でもみられるように①借地面
包） (3) 

当の小なること①借地期間の短期性①借地権の不安定性などであるが，さ

汁こ我々が借地形態を検討するときに，前例の部特徴とは著しく呉れる形態を
(4) 

L出す。例えば下記のようなものである υ

John Rabdett l志向身ならびにその譲受人にエリザベス第4引の11月28日

の円附ある契約五：により，ヴィルヲシャーの郷 SouthNewtonのマナ農地の

全用地，すべてのマナ直営地，牧草地， i召池，欣牧地，共有地，義l~，池，お

よび SouthNewton, Stovord, Childhamptonのデナン干の問主J~10：役をおむ

記 SouthNewtonの敷地，農地と Lewisop Tevanがi別手していたと同

じく前記用地のありし旧該走耕地に属する←令官］の施設と共に，且つまた前記

South Newtonの牧師地と呼ばれる耕地1ヴァーゲィ T，牧草地1ハム，羊

用政牧地のある ham を120ポンドのーイl寺金で保持す。 しかして，当地の牧

師推l隔授与権は領主とその相続人にて一歩Jf活保す。前記 TohnRabbett と

その譲受人は当契約書：前年のミカエyレ祭より21年の全期間に前記耕地y 用

地，施設に対して年一回の支払で前記……を保持す。

この借地契約書にみられるように，前述の借地形式とは全く異なってもはや

計也規模はマずの全耕地，放牧地，牧草地，施設およひ、｜武宮駅役に至るまで一

日が一括して賃貸化されておれしかもこの借地の形態は直営地解体期に一般
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化してくる。いわゆる「土地および家畜貸付Jland and stock leaseなるも
(3) 

ので，形式的には大規模な近代的借地農の借地形態とみなしうるような賃貸借

関係が形成されている。

さて，以上の二様型の直営地賃貸形態において，後期の一括したリ｛ズがい

わゆる院本家的借地農の先駆的原型であれそれは小地片り｛ズの増犬によっ

て形成されてきたとみなされたので、あるが，この小地片リーフぐと一括リーヌと

は類別すべきものである。というのは，初期の小地片リーズは主として荘園所

領の再編笠間化の過程において行われ，その対象地も所領内の不利益地，辺在

地，開墾地などであってp しかも，それら賃貸地は次第に慣習保有地に準じた

保有形態となれマナ会計録にあらわれる賃貸地代が増加してきても，他方に

おいては所領経済における直営地経営の役割は減じていないからである。した

がって，直営地の解体はこれら小地片ワーヌの漸次的増大によってなされたと

は断定出来ず，むしろ一括す F一戸をもって始めて形成されたとみるべきであ

る口それゆえ，直営地の解休期の一括借地農も，従来の荘園所領管理層が多

く，後に農民間令化の過程から生成してきた上層保有農が一括借地農としてあ

らわれている。ここで，この直営地賃貸化の過程と借地農について randomな

検討を避けるために，以下商品流通度も低く， 16世紀の農民令解も低度なハシ

プシヤ｛内のクロリー荘園と，ミドラシドに位置して高度な発展を示すレスグ

ーナMのレスグ戸修道I涜所領について検討してみよう。

(1) W. Cunningham, The Growth of English and Commerce during Early and 

Middle Ages, 1890, pp. 515-20. 

(2）借地期間が長期化するのは16世紀以降で，それ以前においては80-99年， 2-3

世代の定期借地期間はあまりみられなし、0 cf. M. page, The Estates of Croland 

Abbey, 193:1, p. 36. ; R . H. Tawney, The Agrarian Problem in the Sixteenth 

Century, 1912, pp. 92-5. 

(3) 1499年の不動産占有回牧訴訟法が制定されるまでは借地人の侵奪，不法立入に対

する保主は損害賠償のみに限られ，不動産回牧令状によって物権的性格をおびたる

も占有回収権は未だ強立されていなかった白スミス「国富論」大内訳（＝）203頁，川

島武宣「所有権法の理論J57頁，なお，領主的怒意によるイ昔占奪や賦役労働での借

地人発生の場合の返還守護務などがみられる。 R.Finberg, Tavistock Abbey, 1951, 

P. 249. ; E. Lipson, The Economic History of England, I, 10th, ed., P. 107, 
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(!Jc) Roxburghe Club, Surveys ot th巴landsbelonging to William Earl of Pembroke 

1568, English Economic History sel巴ctDocument, 1921, pp. 2,16-7. 同じよう

な事例は Page,op. cit., pp. 438-48. E. E. P. p. 245. 

(5) 「土地および家斉の貸付」について，ロヂヤ「ズは太陸の分益小作制度に準じる

としたが，後にその相違点を四階にしている。したがってアシコレ戸の非難は失当

である。 T.Rog白鳥 Agricultur巴 andPrices, vol. I, 24-5.; do, Six Centuries 

Work and Wages, 1919, pp. 281. ; W. Ashley, The Economic Organisation 

of England, 1954, pp. 55-6.なお，「土地および家畜貸付」の特徴については， T.

Rogers, Six C巴nturies,pp. 279 84. ; do, Agricuture and Pric巴s,vol. III. pp. 

705-8, vol. IV. p. 3. 29. 128. 738. ; Cunningham, op. cit., p. 356 ; A. Savine, 

English Monasteris on th巴 Ev巴 ofDissolution, in Oxford Studies in Social & 

Legal History, vol. I, pp. H3-8. 

(6) トニ｛の16世帯己の土地保右長民の調査ではハンプミヤにはリーズホpl,ダ戸の存在

は示されていず，殆んどが慣湾的保有農であるに対して，レスタ戸シヤ F はり「ズ

ボルダ｛は20%の存在比率を示す。 Tawney,op. cit., pp. 24-7. 

2 

まず WinchesterAbbeyに属する Crowleymanorから検討してみよう。

行論の便宜上当荘園の概況を示せば次のごとくである。

グロリー荘園はパンブシヤ F 南部に位置して，マナと村落が一致した典型的

荘園で、あった。その所領面積は牧草地 420エF カ，森林237エ「カ耕地 2800::c 

「カで直営地商積は1160エ｛カ（穀物熔極地540工戸カ，領主羊用地620エ「カ〉
(1) 

から成っていた。直営地耕作の基幹的役割を果す賦殺は冬季賦役（ 9月298-7

月21日） 1週2日，秋季賦役（ 8月1円－ 9丹28R〕連日と謀役され，他に肥料

・木材運搬，草刈り等の雑t伎役があり可成りな賦役負担であった。次に村落の

経済的発展はどうかといえば定期市 fair は聞かれず，ヂムルギ F 的な鍛冶

屋，犬工，運送人等の存在がみれただけで、あれ後期にもマニュファクチュブ
(2) 

さえ存在しなかった。

以土のような特徴をもち三岡市lに規制された典型的中世村落構成を示す当ク

ロリー荘閏その直営地経営の変遷はどのようであったろうか。まず荘園所領の
[3) 

牧入趨勢にそくして検討すれば次表のような結果に表示される。すなわちI3・[lt
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紀から14世紀にかけて所領経済は賦役労働に依拠し穀物・家高の牧入によって

可成りの繁栄を示しているが， 15世紀以降は斌役の換金化による直営地経営の

変化とともに次第に淵幕の傾向をみせ， 15世紀中葉に入るにおよんで直営地は

賃貸イ［：－；されて，マナは地代牧入に依存する所領構成に推転してくる。

Crawley manorの政入趨勢

j 120 91即 10/ 14叫布：：；J♀一（ι03~0」 j1臼5」6 

I£ s.d,I £ s.d,I £ s.d.[ £ s.d.[ £ s.d,I £ s.d. 

固定地代 Ig g o I 10 5 7 I 11 15 11 I 11 16 7 I 13 10 s I 13 15 1 1 

賦役；奨金｜ナシ｜ナシ［ 2114126 2681280  

マナ．コ｛トJ吹入 i2 17 6 ] 6 0 10 ] 2 13 1 1 1 19 7 ] 1 16 10 1 0 16 10 

家部 J投入 I13 1 3；生j59 11 7 ! 19 10 0 1 不 明｜ナシ｜ナシ

穀物収入 I9 14 6 1 44 12 9矧28rn 5 I 15 11 8%1 ナシ！ナシ

置営地賃貸｜ナシトナシ｜ナシ I6 13 4 i 21 16 s I 26 16 8 

総牧入 I46 16 2同7 s s I 74 14 4 1 67 7 4矧 4313 11 I s1 3 4 

これを史に直営地経営の変劫にそくして検討すると 14世紀以降穀作経営から
(4) 

牧羊へと所領経営の主休が転換していくことが知れる Q すなわち穀物揺稿面積

が13世紀初期の 541エ「カより 14世紀にかけて約30ノミーセγ 干に減少して行く

直営地耕作地の変動 のに対して，牧羊数は 400頭の減数のみであ

年 次開作面積l牧羊数

1 ar 
1208十－26 I 5n I 1,866 

1231-13141 391 I 1, sso 

1315-83 I 192 I 1,530 

1384-14481 174 I 1,486 

I h しかも牧畜牧入のうちにしめる羊毛販売

比率は56パ F セシトから76ノミ戸セシ？と増加

しており明らかに直営地経営の内容が変貌し
(5) 

ている。このような所領経済の変化を示すク

ロザー沼二［Iiiの直営地のリーズの過程について

検討してみよう。り F ヴの会計録によって検

討して行くならば次のような経過を示す。

まず1288年に辺境所在の直営地の貸付が行われている。すなわち，同年に執

事 seneschalusは北部クロ 1) －内の Wodecote直営地 20エ F カを同地在住
(6) 

の三借地農に永代で譲渡している。これは wodecote の直営地が主要耕地で

ある北部クロリ戸から隔離した孤立直営地 Terrade dominico Arpenti で

‘M 
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あったためで、ある。したがって，賃貸条件もすべての世俗的奉仕免除であり，

借地期間も永代借地権が賦与されているu このように芭営地の賃貸化は先づ辺

境地から行われているが， Jk代借地権を賦与されて事実主は憤習保有地と異な

らないところからしてg いわゆるリーズホルグ｛の借地形態としては律するこ

とが出来ないリクロザ F 荘園の場合にはこの一件しか会計録に記載されていな

し、。

さて， 13世紀を径て14世紀に入るとクロリ戸荘園は直営地耕作は減，遅し次第

に牧羊えと経営の主体が転じていることはすでに指摘したところであるが，そ

の間の直営地の賃貸を会計録によって検討した場〆合に1308年， 1355年，1357年，

1390年いづ‘れの会計録においても直営地のリ戸コぐに関する記述は地代 Reddi-

tus assisi，マナ牧益 Exitusmanerii，一時金 Fines などの項目には見出せ

ないω かくして耕作を放棄された耕地は 1）ーヌ、化されることなくて，寧ろ主体

的経営もなった牧羊のための放牧地に転換されたとみなしうるようである。そ

れはまずこ耕作地の減退が傾向的なもので年えによって増減のあることが会計録
(7) 

の’設物項目と家蓄項目から示されながらも，穀作経営にとって基幹的役割を果

す秋週賦役 Operaautump I】aliaと冬週賦役 Operayemaliaが1390年には

換金の進行によって政課量の25パーセシトしか実際に供付されなかったこと
(8) 

や，羊洗糠・勢毛 Locioet lonsio bidentum，羊開運搬 Portaciofalde な

ど家畜部門の賦役の換金が進行しなかったところからも耕地の放牧地への転換

が次第に形成されたことの一端が示されると思われる。

かくして9 グロザ戸荘園においては芭営地は介苦手jないし小地片のりーズが顕

現することなく後期の一括賃貸化が行われるようになる。すなわち14世紀から

15世紀えへ会計録をたどって行くと直営地の定期賃貸イ！こについての記載がみら
(9) 

れて1402年に農奴地・直営地の小地片リ F フでが行われていることが

Roberti W ode cote が RobertoCrompに12年期で穣波せる農が地1

ヴァ Fーグイ干， Purpresture耕地22エ戸カよりの牧話22，ンり γグ

とリ｛ヴの会計誌に記載されてくる。なおクロリ戸荘園において定期賃貸形式

がとられるのは1402々 司前後であると思われる。ついで1407年には12年期の直営

地 1J~：；ぐがなされているが内容不明である Q 次に記載されている1410年の会計
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録には他のリーヌに関するものはみられない。かくして1448年の直営耕地の一

括り←フぐに至ったと解せられる υ すなわち1448年の会計鉢にはマナ収誌項目に。。
直営地の全面的賃貸化が行われているこ左を示L次のように記載されている。

一八午JP］当年初年で WillelmoSelyに議渡せし当地に属するマナとす

べての直営地，牧草地，放牧地の賃貸より 6ポンド13シザシグ4ペンス

かくして家事以外はリーズ化される。家畜のみが何故リーヌイヒせられなかっ

たのかは不明であるが，その一端を同年の賦役供付量からみると，秋週賦役，冬

週日制的弘、づれも換金化または免除きれているのに対して，羊欄運倣，羊洗蔽
(11) 

・契毛などの家畜苦B聞の賦役が供付賦役の主要部介であるのや，所領経営の主

体が famuli的労働で維持されやすい牧羊におかれている状態などからして家

者の誤渡が未だ行われなかったものと居、われる υ しかしながら耕地の全面的賃

貸化は必然的に家畜qーコぐまでおよばざるをえず耕地，牧草地，放牧地ととも
（め

一括して賃貸イヒせられるようになる。

主キ Pストならびに領主 Winton司教の PetrumCourtency に謹みて

Johann Couper tこ21午期当主f・三年の契約にて譲渡されし同地のマナとすべ

ての芭営地，牧草地，放牧地の賃貸から 6ボシド 8シ明 γ グ4ぺγ ス，また前

記領主司教によって前記期間の契約で前記 JohannCouperに譲渡されし主

に二期すなわち復活祭主聖天使ミ労コニル祭に同じ割合で支払う去勢羊490頭，

牝羊l，頭，牡羊300頭，仔羊20頭の賃貸から 15ポシド 3シリ γグ、 4ペンス

と直営耕地と家事貸付が明記されて「土地及び家畜貸付」の実体を呈してく

る。

以上からしてクロザ F 荘園における直営地の定期賃貸化の過程を概括するな

らば次のような過程であった。すなわち① 1288年辺境所在直営地の永代賃貸

① 1402年農奴地・直営地の一部賃貸① 1407年直営耕地の賃貸④ 1448年以降

直営地の全面的賃貸の過程であり，これよりして小定期リ戸ズの筏生と，それ

に基づく犬定期借地農の形成の過程をとっていないことが明らかになる。では

次にとの置営地の一括ザーヌイ七に現われてくる借地農はいかなる屑であれま

たその官地の状態はとのようで、あったろうか。

しかして，この直営地借地農については記載されている遺言書などからも詳
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和！な資産状態については知りえない。ただりーヴの会計録において措地規模と

借地条件のみが判明するだけである。ここで指摘しえるのは活設な土地市場の

形成と，それにもとづく慣習保有農の骨化が16世紀に顕用化して従来の直営地

借地農がクロリー外の借地長によって代位されているのと領主権の厳存がみら

れることである。すなわち，先に会計録において15世紀までには固定地代項目

のみで他に：賃貸借に関する事項は見出せないのを指換したが， 161廿紀には可

成り内容が変化してくる。一括に闘するマナ賃貸 FirmaManerii の記載が

新たに見られるのは勿論であるが，土地相続についての 4 時金 Fines の事項

も内容に宮んでくる υ さらにそれが裁判所目誌においては「土地一時金が重要

となってきたので9 従来の裁判所日銀とは別に記せられている。この特殊な記

録には血縁者の保有地相続に対する一時金であり，また以前他の者の所有する

士地の所有権をえたわ定期叉小作や耕地の貸出認可に7こいする一時金であっ
(13) 

7こoJ といわれるように数多くの保有地の該度転貸が進行して土地一時金は

1504年1ポシド 12シザシグ4ぺγス 1553年 4ボγF10シザシグ 8ペシス

1560年13ポシド15シ1）γグ6ぺγ スと増加を示す。かくして従来の［宜習保有農

の分化が顕現化してヨーマン屑えの上昇左小屋住農の転落がみられる。こうし

た活畿な士地1!1t0成立によって直営地借地農は次のように変遷する。いま借地

農の推移を示せば下記のごとくであるが，前者4名はグロリーの慣習保有農で

夜営地定期借地農と官池期間 あり，他はクロリー外の者である。

借 地 長 ｜露地聖｜借地問問｜ また WilliamC明 e開； William

Wi 

William Sely 

John Coupere 

Henry Coupere 

William Seynthyll 

Gilbert Cok巴

Thomas Percy 

144S 

1487 

1491 

O
D

寸

i

n
リ

つM

つリ

った。このように＼J＇ーヴでもある，

もともと直営地借地農でもあること

は，り戸ヴとしての立場から賃貸借

が形成されているようであれこれ1570 

Gerard Fleetwood 1606 
は Couppere 家が初期の借地農と

して主に現われていることにその一端が示されている。ところが16世紀にはこ

のような賃貸関係は変佑してくる Q すなわち16世紀には借地農はクロザ F一村落
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以外の者に代り，リ Fーヴと借地農とは同一人ではなくなって，リーヴ自体は背

景に退き借地農が主体となってくる。しかも借地期間は次第に長期化し17世紀

には二世代になり借地農自体の資産も増犬して Ger・rrdFleetwood は3400ポ

γ 下の資産を有したといわれ，初期の借地農と可成り異なってきている。この

ように慣習保有農に由来する直営地借地農は土地市場の形成にともなって姿

を消し，それとともにしだいに，賃貸借関係は村落外の者と取結ぶようにな

る。

次にこれら借地農の存在形態を領主権との関連においてみると，そこには形

式的には近代的な契約関係を結びながらも，その内容においてはリーヴの場合
ω 

と著しい差異はないようである。今領主権との関連をみるに

従前の如く国定地代，養日衣料，貨幣評価 indenarii extentisの慣習保有

農の賦役，結婚後見権，相続冥加金， ヘリオッ干税， エスチィト権，没収

権，罰金権，巡回裁判権とマナ裁判権は例外にして且つ常に領主にて活保

とあるように従来の領主権の主体をなすものは活保されて未換金賦役以外はマ

ナ領主が把握し，マナ巡回裁判は領主或はその代理人の管轄のもとに閃かれて

いる。しかも裁判所開廷中は宿舎，飲食，穀物供給の義務を借地農は負わされ

て旧来のリ｛ヴと隔りのない立場におかきれる。このような状態からして借地
的

保有条件も旧来の慣行に従うことを

前記借地農は当地テナγ トと同様に前記マナの耕地，牧草地，放牧地を古

くからみられ，領主慣例集に一層明瞭にして詳細に示されているごとき慣習

に従って保有すベし。

と規制されて，独自に経学を行うのを禁じられている口

このように直営地賃貸期の借地農は明らかに領主権力が村落共同体規制から

独立した存在ではない。借地農の経営の内容を知ることが出来ないために，来

してこれらの諸規制が借地農にとって如何に作用したかは判じられない。まずこ

これらの諸規制を有利に展開する借地・転貸の事実も史料的には全く不明であ

る。

以上クロリー荘園所領における直営地賃貸化過程と借地農について検討して

きたように，直営地は一括して当初リ戸ヴに賃貸化されたが土地市場の形成に
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ともない初期の借地農は在外者に代位された。 16世紀の干ニ Fーの調査した農民

保有に示されるハンプシャーの 1J戸ズホルグ「ーの皆無の数地もかかる発展を示

すクロザー荘園所領から考えて肯定しえる所である u このような後進地捗と対

よじする玄味で、i欠にミドランドに位置して比較的高まの発民を示すレスグ戸ナi'¥を

検討してみよう。

(1) N. S. B. & E. C. G工as,The Economic and Social History of an English 

Villag巴， 1930,pp. 29, 287, 633. ; Bishop への十分のー税支払面積は 3490エ｛カ

戸である。

（ユ） ibidサ p.286, 292 3. 

(3) ibid., p. 84-5. 

(4) ibid., p. 23.この期間における平均汝但ではなし、0 pp. 338-57. 

(S) ibid., p. ,13, 83. 1208～36/cpの牧荒牧入21ポンド10会リング11ペンベにたいして

牧羊J改入は13ポンド13シリング3ペンスで55%, 1:334～ lHS年には目指は37ポンド

13シリング19ペンスにたいして，後ffは28ポン J-'15手リング 1ベンスで， 76%の上じ

三容をしめしている。

(6) ibid., p. 238. 

(7）家畜が始めて販売されるのが1339年であるから，それ以後の傾向を穀物販売牧入

と対；:t；すると1375年ごろまでは，いづれも魁端な変動はないが，それ以後穀物以売

は38--33ポンドから16～ 20ポンドと低下しでゆくが，家畜；仮売は18-15ポンドで変

動は小さL、。 ibid.,pp. 317-20. 

(8）秋週nitr支は賦課；量95J日にたいして250日，冬週前後は1394日にたいして 328日と

供付されたが， リ戸ヴ，羊飼い，型耕人の労働を換算すると，全賦謀量にたいして

逐行された賦役は69%でゐる。

(9) ibid., p. 295. 

(10) !bid., p. 478. 

(il) 1448年まで、に秋週ぷ役，冬週間＼伎のほかに恩沢［武役，砕土，キ洗級事与毛；民投も16

%が換金化される。末摂！金のf!jr，伎は武宮地借地殻に1J没収砲がケえられた。 ibidηp.78,

488 9. cf., Rogers, Six Centuries, pp. 235 f. ; Page, p. 154, 438. 

問 ibid.,p. 457.このときの記載円容は1787年までほとんど変化してL、なし、0

4司 ibid.,p. 518. 

例 ibid.,p. 467.かかる領主権に出する道保規定は一括借地契約書には記入されてい

ることが多L、。 EnglishEconomic Document, pp. 243-7. ; Poge, op. citηE〕.151. 

438. 

(15) ibid., p. 468. 



イギリスに於けるl直営地定期/g＇：＂也［~，の一考疑 -11 

3 

Vてにレスター修道院の所領の検討に移ろう u レスグー修道院は12世紀に創設

された宅！？興修道院であってフリホルグ戸の多いヂシロー地域に属し， 1254年に
(1) 

はI09村落に所領をもち，そのうち73村落はレスグーリl¥r.！、！？こ在って，直営地 36

は19の村誌に散在し vといたり直営地規模は最六 290ェーカ最小72ェーヌ］で多く

は1000前後であってp 134lt9'三には紙、計21日ヱーカの直営地から成っていた。ま

7こ一方［Ii／！役についていえば，所領最盛期の1341年の；l也代l俣によれば，一村認を

のぞき収穫， :rill殿，乾草作りなどの！民役の供付があるが3 農耕民役についての

i''Uえはなく，しかも l伎役従事日数は年間 5日～15日程！主であるυ したがって特

属農民の惜成でも 35パーセントしか宣告地蒋属農をもたず， 直営地経営には
(1) 

famuli的労働と雇傭労働に多介に依存していた。 さらにhJJ品市場関係につい

てみれば（段通院自件、が州内の羊毛の購入と京都海岸で販売を行いイグリヤ芋ニE
(2) 

尚人との取引関係を結んでいる。このように，典型中規模修道暁所領で直営地
(3) 

経常に famuli 的労働えの比重がたきい荘園における直党地の趨勢はどのよ

うであったろうかο まず当所慣の牧入趨勢から概況を把握しておくと，以下の
(4) 

去のように示される。

レス タ修 道院 の J[y:入

1254 I 129s : 1341 I 1407 I 1n7 

1£ s. d.1£ s. d.1£ s. d. £ s. d.1£s.d. 

地代牧入 1216 19 101/z'l94 2 10叫333 6 31/2.268 19 9判299 9 4弘！

殻物販売｜却0 13 8 161 13 10%1915 2 1~ え：228 15 7叫 96 1 

羊毛販売｜不 明 220 3 10 1200 ｜不 明 I70 

総 i股入；490 12 叫ふ 12 61/z！不 ~A！不 問｜瓦1；一一一一

表記のごとく丹fτ領；怪済は14i甘t示司中期を境とLて芦ごきく変3手Jし， 15世紀中胡に

は穀物や羊毛販売よりも地代が主要なJI文入娠になっている。しかも地ィーも収入は

穀物販売牧入が税減しているのにたいしてp 変動は少ない。さらに地イ巳」！文入の

内容を1477年についてみればレスター州内よりの地代収入 177ボy ド15v1Jン

グ 6ぺγ スのなかで直営地と十分のー税賃貸料は 139ポシ Fl3シリ γグ 9ペン
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スと 8割の比率をしめて，明らかに直営地賃貸が進展していることを示してい

る。以とのfVr領経済の変動を確認したとで直営地経営の変動をみるにレスター

修道i完所領では15i世紀を境として直官官－ 7-＇の在り方は異なっていた。すなわ

ち1341年の投入表にもみられるように所領経済の最停期に行われた賃貸形態

と， 1341年以降とりわけ－ 1408年から 1477年の聞になされたものとの違いであ

る。前者はいわゆる不利益地3 間接地，辺在地などの不説的 1）ーズからなるも

のでワ｛ヌ化された商積も犬規模ではなく，借地形態も永代借地権が与えら

れ，賃借地白休はtR習保有地に準じて行っている。後者は所領経法の地代牧得

者化に即応してなされたもので直営地p 放牧地，牧草地，十分のー税権等が一

括してリ｛ヌイじされている。まず初期のすーフぐについて検討するに，「この賃貸

は小地片であって，それは直営地部令の永代借地えの転換であり，実際に賃貸

イじされたのは犬した数量の土地ではなかった。その過程は直営地の内部的輩固

化に伴なってなされた所領の一般的再編成の一端であり，比較的初期の直営地

賃貸は多くの場合村落内での修道院による耕作の放棄をもたらした。賃貸化さ

れた土地は非常に小面積だったので直営地の耕作を続けるのは不利主主だったか
(5) 

らである。」とあり次のような事例がみられる。

Thurmaston において Wanlipの Henry によって寄進された耕地開始

工戸力は且つて直営地で、あったが今や不利誌となったので、賃貸化された。借

地農総数12人，すなわち 4人は 8← 9エ戸 jJ' 5人は 6工ーヵ， 2人4拾は

エーカ， 1人は18cc－カとそれぞれ借地。

Stoughtonでは農7又保有地」与L外に新貸出地と呼ばれる 8つの定期賃貸地が

ある。当地はかつて農奴保有地だったが直営地に編入され1341年迄に一部が

再ひ賃貸化されたものである。

Whestoneでは直営地3ヴア戸ゲイ T教会宅地1が1341年に貸付られた。

これら貸付られた直営地がいづれも永代借地の形態であることは，われわれ

が問題にしている定期賃貸ではない，これは地代形態が固定地代の範鴎によっ

て律：せられるので，先のクロザーの例に眠らず初期の直営地賃貸化の一般的形

態である。だからして所領の再編宜固化が行われたのちの賃貸化を検討してみ

ると「かかる直営地の賃貸化はすべての直営地s 耕地，牧草地，放牧地g 施設
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の借地農に対する賃貸で、あった。」 といわれs その過程は「これらの賃貸の犬

部分は1408年と1477年におこっている。 1341年と1477年の土地台帳を比較する

と136年間には1341年以前におこなわれた小片地の賃貸化は非常に少ないこと
(7) 

が明らかになる。」 かくして初期の小片地の貸付は永代保有権が賦与され慣習

的保有形態に準じてきている。しかも所領の再編成後には小片地貸付は減少

し，直営地の一括貸付の時期に至つことをしめて「1477年までには直営地と十

令のー税権は一括 enbloc して賃貸化せられた。特に修道院から隔遠の地に

おいて。」といわれるように 1477年には修道院自体は地代修得に依存するよう

になれ所領機構が転換する。

しかしてここで話意すべきことは14世紀から15世紀にかけて復帰農奴地，直

営地の賃貸条件が変化し，それが慣習保有農にも影響してくることである。と

いうのは，慣習的農奴保有地はマナ裁判所の慣習権による保護をうけて領主的

怒意の直接的介入を限定したいのが，土地市場の形式にともない次第に領主的

怒、意と土地市場に規制される adplacitumなる保有形態にプリーホルダー

以外は転換してゆき， gewere帝！！の解体が促進されて上層保有農を折出してい

るからである口これは土地市場の形成による競争地代支払農の族生が慣習的土

地保有形態を領主的怒意の介在する不安定な借地条件を作り出し，他面におい

ては農民層の介解をうながして上層保有農を生成させてきたものであるといえ

よう。先のクロリ｛荘園とは異なってレスグ F 内では農民保有地の譲渡売買が

盛んにおこなはれ，活j設な土地市場の形成による保有状態の令化はすでに15t止
(8) 

紀中期には顕著にあらわれて，次頁の表のように土層保有農を折出している。

さて，次に直営地の全面的賃貸期の考察に移ろう。前述のようにレスグ｛修

道院所領の直営地の一括賃貸化の形成は，小片地賃貸の量的拡大で、はなして，

所領経済の転換として一括して賃貸化が行われたが，その内容をみると1477年

には19村落に所在する直営地のなかで16村落にある直営地はすべて賃貸化され
(9) 

また同時に乾草，穀物，鶏卵等の10分の 1税権も貸付られている。残存直営地

は修道院近在の村落にあわ穀物等の直営地産物の運送費に多額の経費を要し

なかったところである。

以上のように修道院所領機構が直営地の賃貸化によって転換してきたとき
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Leic巴己tershire内における農民分伯
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に，芭営地の借地農として呪われてきたのはどのような同であったろうか，イ来。。
有状態のみしか判明しないが次のような同である。

Barkly （直営地156工← ;ll）の借地人は軍事奉仕による円由保有地1ヴァ

ーグイトを？司王手了

Bittes wetl （芭営地 120エ「ーカ〉の直営地およひ十分の一利権借地入

Thomas Meryellは家阜2＇日南保有地 1プァロシグを保有

Kirby Mallory （直営地170ェーカ）の宜営地借地農 Tomus Routon は

修道院の農奴保有地に1ヴァ戸グイ九宅地1を保有

Shepshedの修道暁耕地 2，アァーグイ 1-, 1家豆を保有している Nicho-

las Cosbyは穀物，乾平，大友の十舎の一部権を賃借すり

ここに示されている直営地借地農は掠イど保有規模である 1～2ヴァ戸グイト

の保有者であってゲヴェレ帝｜］の崩壊によって形成されてくる上国保有農ではな

いように｝c;，われるが，それは必ずしも現実の保有規模を示しているものではな

いことに百意しておく必要がある。というのは村落とマナが一致せず同島‘村誌

に混雑な土地関係が形成されているところでは，借地農は異なれる荘!lliiまたは

村落の保有者ーでもありー修道院所領での保有状態のみでは現実のi-1~有規模が必

ずしもi裕史しえないからである u したがってこれら直営地借地農が前述のよう

な農民介化から折附されてきた上回保有‘者で、あるかは，完全な修道院の脅屑農
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民であって3 異なれる？？との関慌のないことが明らかにされなければ厳需に

は確定することは出来ない。しかしてさきの農民令イヒ例にも示されているよう

に与1期よりの土地市場の成立が上層保有者を生み出して，この周をして置営地

の一括借地が更に上昇してゆく機会を与えたものと解される。次のような事例

がそれである。

すなわち，視野を拡げて16世紀におけるレスグ｛の農業発展をみた時，農民

J丙介野の過程から生成してきたと担保有農が直営地の犬定期借地農としてま見わ
ゆ

れてくる υ 向由保有農の多数の存在，小屋在または famuli的労働届の比率の
(l均 的）

大なること，羊毛生産閤と Lての ley 制作形態の早期的導入，第一次回い込
日4)

みの激しい進行とその結果による借地農の有利性などの農業発展をもたらす諸

条件によって16世紀初期農民屑の平均資産が14ボシド 7シリングから17世記初
同

期には67ポンドえとと井しているレ 1 グ「農民の発民の中で，上居i呆有農は積

極的に農地を一括借地L経営を拡大して資産を増加して行く。例へば Peatling
日目）

Parvr村の ThomasBragateの場合は次のような発展過程をたどる。すな

わち， ThomasBragateは主要ー農地としては99年期で Merhvale修道院から

借池していた農地だけであったが，後 PeatlingMagna の隣接教医にある修

道院地すべてを借地L，更に Knaptoft の来！？しく囲込まれ340エF カの牧草地

を羊・牛用に借地して1539年には資産126ボγFC家財17ポンド，農具3ポシ

1ご，穀物16ポンド，家畜85ポンド）を有してヨ F マン上層の発展の典型を示

す。 しかも次代の Richard Bragate になれば 1567年に以前借地していた

のマ？と耕地 400ェーカを購入して一層上昇の過程をたどり， 1370年には

Peatlingに隣接するマナと耕地500エ戸カを購入して1572年には総資産716ボ

シド（家財84ポン九農具17ポy F，穀物40ポンむ家畜577ボシ F）と増加

している。その；噌加しずこ興産の内容を検討すると著しいのは家畜就中羊の増頭

である。 1539年には300顕であったのが40年後には1340頭となり， 主に Kua-

ptiftの圏込地で飼育されている。これは Bragate 家発反の一端に囲込地の

借池と牧羊経営の拡犬によってなされたものであることを示している υ この

Bragate家をはじめとしてヨ F マン上層は二，三世代前は小規模保有農であっ

たといわれ， 15iU:%己から16世紀にかけて上昇してきた層で、ある。
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このようにレスグーにおいては，土地市場の早跡的形成によって次第に上層

保有農が現われてくる。しかもこの層が直営地の大規模借地によって経済規模

を拡大し．資産を増殖して行くことが知れる。

以上の検討においては，直営地賃貸イヒの過程は必ずしも小地片貸付の漸次的

形式から一括賃貸化をもたらしたとは断定出来ないようである。むしろ初期の

一括でのワーヌは従来のリ F ヴ，ベ一 ¥Jィフなどの所領管理層えの貸付が多い

のではないかと思、われる。しかして土地市場の形成期においては，直覚地の借

地が直営地借地農にとって上昇の契機となったようである。
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